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レジメン名 AI療法 対象疾患 悪性軟部腫瘍

ChemoNavi

薬品名(成分名) 投与量

① 生理食塩液 1000ｍL

メイロン 40ｍL

点滴　メイン　9:00～ 翌9：00　24時間

別ルートから投与

② 生理食塩液 100mL

③ グラニセトロンバック 1袋

デキサート 9.9mg

点滴10:10～10：25　15分

⑤ ウロミテキサン mg ④ イホマイド mg

※ワンショット　RP.4　同時投与　側管 生理食塩液 500ｍL

点滴10：25～12：25　2時間

投与スケジュール ⑥ ドキソルビシン mg

生理食塩液 250ｍL

AI療法 点滴　12：25～14：25　2時間
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イホスファミド ● ● ● ⑧ ウロミテキサン mg ⑦生理食塩液 500mL

● ● ● ※ワンショット　RP.7　同時投与　側管

⑨生理食塩液 500mL

⑩ ウロミテキサン mg

※ワンショット　18：25　側管

治療日

ドキソルビシン

投与時の
注意事項

イホマイドは溶解後、6時間以内
で使用すること。

ウロミテキサンはイホマイド投与
開始時、投与開始4時間後、投与
開始8時間後に投与する。

※ウロミテキサン投与前後は生
理食塩液でフラッシュする。

点滴　14:25～15：25　1時間

day1-3

治療内容

ウロミテキサン（メスナ） 400mg/㎡×３ day1.2.3

投与日

イホマイド（イホスファミド） 2ｇ/㎡ day1.2.3

ドキソルビシン 30mg/㎡ day1.2.3

投与
サイクル数

4サイクルまで

点滴　10:00～ ルート確保・フラッシュ用

総投与時
間

day1 15時間
day2.3 24時間

day4 9時間

血管外
漏出リスク

イホマイド
（イホスファミド）：
炎症性抗がん剤
ドキソルビシン：
壊死性抗がん剤

day1
アプレピタントカプセル
125mg　点滴開始時服用

day2、3
アプレピタントカプセル
80mg分１　朝食後

その他
薬剤

・1コース目FNあれば、2
コース目以降、G-CSF考
慮する。

・経口摂取減少あれば適
宜1000ｍL補液追加検討
する。備考欄

点滴　15:25～16：25　1時間

day1 day2.3

アプレピタントカプセル125mg　1カプセル
点滴開始時

アプレピタントカプセル80mg　1カプセル
分１　朝食後


